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▶成人脊柱変形の目指すポイント
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2012年に国際側弯症学会(SRS：Scoliosis Research Society)に
おいて，Schwab らが成人脊柱変形の分類(SRS-Schwab classifi-
cation)を報告し，矢状面アライメント評価として PI-LL(PI：pel-
vic incidence，LL： lumber lordosis)，SVA： sagittal vertical
axis，PT：pelvic tilt の評価と HRQOL を保つための目標値「PI-
LL≦10°，SVA＜40mm，PT＜20°」を提唱してから日本でも注目を
浴び，そして成人脊柱変形に対する手術治療ゴールの 1つの目標値
として手術治療が多く行われるようになった．ただ，この指標はあ
くまでも体型や生活様式がアジア系の患者と全く異なる欧米人の
データを基にして作成された目標値であった．
また，われわれが対象としている成人脊柱変形患者の中には，椎

体骨折を伴った脊柱後弯症や，対象年齢も高く骨粗鬆症を合併して
いる患者も多い．このような背景のもと，日本からもわれわれ日本
人の体型や年齢，骨粗鬆症の状態，そして生活様式や活動性を考慮
した手術目標値の設定が必要と考える．
今回の誌上シンポジウムでは，題目として「PI-LL ≦ 10°，PT＜

20° はすべての年齢層に当てはまるのか」を選択した．
日米の成人脊柱変形患者の背景の違いの実際や，超高齢社会に突

入した日本人の特徴を考慮した矯正目標値は Schwab らとどのよ
うに違うのか，また年齢を考慮して決めているのか，さらには術中
に目標値まで矯正する工夫について，アクティブな成人脊柱変形治
療のトップランナーに誌上討論していただいた．
まだ多くの討議が必要であるトピックであるが，今後も読者と一

緒に考え，そして解決していきたい．

PI-LL≦10°，PT＜20° は
すべての年齢層に当てはまるのか

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
7 

2026/09/25 10:05:09


